
英�語�教�育�

巻�頭�言�

　オバマ大統領の「チェンジ！」の呼びかけに応えるように，日本でも民主党が大勝�

し�，政治が大きな変革のときを迎えている。教育分野でも，全国学力テス�ト�の見直�し�

や教員免許状更新の廃止，大学院での教員養成，教育行政の地方分権化などが検討さ�

れようと�し�ている。実現には時間が必要だ�し�，途中には相当な混乱も予想されるが，�

基本的な方向は正�し�いと信�じ�ているので，期待をもって見守りたい。�

　�し�か�し�，心配がないわけではない。今回の教育政策の変更は，次の政権交代で再び�

見直され，混乱を生むことを覚悟�し�なければならない。つい最近でも，ときどきの文�

部科学大臣の気まぐれで，小学校英語は推奨されたり冷遇されたり，挙げ句のはて必�

修化され，そのたびに現場は振り回されてきたではないか。政権交代ともなれば，混�

乱ははるかに深刻だろう。ちょうど，�「鬼畜米英！」�と教えていた教員が，敗戦と同時�

に「平和と民主主義」を説かざるを得なかった事態にも匹敵する変革を伴うかも�し�れ�

ないのだ。�

　�「教育は政治的に中立であるべきだ」�という主張は正�し�い。だが，それがいかに困難�

かを日本の歴史は示�し�てきた。そこで提案である。まず，現存の政党に「教育政策の�

論争に政党は介入�し�ない」という協定を結ばせる運動を起こす。と同時に，教育者会�

議を設置する。その会議は，企業や親も参加はするが，教師や教育学者など教育のプ�

ロが主たるメンバーとなり，未来に向けて，日本や国際社会に貢献できる人材育成の�

大方針を打ち出�し�，�「教育の独立宣言」と�し�て国会で承認を得るのである。�

　年金制度が政権ごとに変わるようでは安心�し�た生活設計ができない。それと同様に，�

将来の日本の教育は，プロによる，長期的な視点に立った海図なく�し�ては語れない。�

だがそれが認められるには，社会の教育に対する絶対的な信頼が不可欠である。個々�

の教師は，教育力を高め生徒の信頼を勝ち得ると同時に，協力�し�て未来社会への責任�

を果たさなければならない。そのためにも「独立宣言」が今必要なのである。�
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1．は�じ�めに�

　平成24年度からの新学�習指導要領完全実施に伴�

い，中学校英語教育にも�様々な点で変革が求めら�

れています。特に，言語�活動の取り扱いと�し�て第�

１学年では「小学校にお�ける外国語活動を通じて�

音声面を中心と�し�たコミュニケーションに対�する�

積極的な態度などの一定�の素地が育成されること�

を踏まえ，身近な言語の�使用場面や言語の働きに�

配慮�し�た言語活動を行わせるこ�と。その際，自分�

の気持ちや身の回りの出�来事などの中から簡単な�

表現を用いてコミュニケ�ーションを図れるような�

話題を取り上げること。�」�（下線は筆者による）�と明�

記されています。�

　下線で示�し�たような言語活動を取り�入れるため�

には次の３点が重要であ�ると思います。�

・ 目標の一貫性�

・ 指導法の系統性 

・ 学習内容の系統性 

新�学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

英語教育・2010年第1号�

4技能の総合を図る指導を目指�し�て�

〈4技能�の�総合�を�図�る�指導�の�工夫〉�

徳島県鳴門教育大学附属中�学校教諭　�大牛　�英則�

2．プロジェク�ト�型の授業�

　一般に，目標とする言�語材料を習得するために�

行う課題や作業を「タス�ク」と呼ぶとすれば，プ�

ロジェク�ト�とは「場面を具体的に設定�し�て何かを�

やり遂げるための計画・�手順」と考えることがで�

きます。つまり，ある具�体的な目的のためのタス�

クの集合体がプロジェク�ト�だということができま�

す。私は，何らかの目的�を達成するために必要な�

言�語�材�料�を�計�画�的�に�習�得�し�て�い�く�タ�イ�プ�の�授�業�

（学習スタイル）�をプロジェク�ト�型の授業と呼んで�

おり，新学習指導要領の�趣旨を実現するためには�

非常に有効であると考え�ています。�

　例をあげて考えてみる�ことに�し�ま�し�ょう。�

プロジェク�ト�

「短�期�留�学�で�訪�れ�る�カ�ナ�ダ�の�中�学�校�の�授�業�に�

参加�し�，中学生に自己紹介を�し�よう」�

　このプロジェク�ト�を達成するために必要な言�語�

活動とは，①名前，②出身�地，③誕生日�（年齢）�，�

④趣味などを紹介すること�です。そこで，①を達�

成するためにはbe動詞について，�②については前�

置�詞�fromの�使�い�方，③�に�つ�い�て�は�月�の�名�前，序�

数，�基数の言い方，�④については一般動詞likeの使�

い方に習熟する必要があり�ます。�

　つまり，①～④のそれぞ�れのタスクを達成�し�，�

何度も「読む・書く・聞く�・話す」の活動を重ね�

ることでプロジェク�ト�の目的を達成できるとい�う�

わけです。なお，プロジェ�ク�ト�の内容を設定する�

際にはできるだけ生徒の生�活に即�し�た内容を設定�

するように�し�ます。�

　�

3．プロジェク�ト�型授業の利点�

　このようなプロジェク�ト�型の授業には次のよう�

な4つの利点があると考え�ます。�

・スキル獲得に意味�が生まれる�

　これまでの一般的な学習�スタイルでは，それぞ�

れの授業で取り扱う言語材�料の理解にとどまり，�

その言語材料を使うとどの�ような活動が可能にな�

るのかを生徒は具体的に理�解�し�ないままで�し�た。�

ゆえに多くの場合，生徒は�文法的な事柄を理解�し�

ただけで「できるようにな�った」と錯覚�し�，実際�

には必要な場面で学習�し�た内容を使用�し�て自己表�

現ができないという状況で�し�た。�

　�し�か�し�プロジェク�ト�型の授業では，目的の達�成�

に必要な言語材料に習熟す�るためにそれぞれのタ�

スクがあり，そのタスクを�達成することによって�

スキルを獲得できることを�系統立てて体験的に理�

解することができます。つ�まり，目的を明確にす�

ることによってスキル獲得�に意味を見出すことが�

できるというわけです。�

・状況を意識�し�た英語の活用の仕�方になる�

　プロジェク�ト�の内容を具体的に設定す�るとは，�

「自分の気持ちや身の回り�の出来事などの中から�

簡単な表現を用いてコミュ�ニケーションを図れる�

ような話題」を設定すると�いうことです。そうす�

ることによって，生徒たち�は対象の相手や環境な�

どに配慮�し�た自己表現を�し�なくてはなりません。�

　たとえば，自己紹介をす�る相手が学校の先生な�

のか生徒なのかで言葉づか�い�（使用する表現）�は変�

わってくるで�し�ょう�し�，教室の前に立って生徒�全�

員に自己紹介する状況なの�か，初対面の相手に１�

対１の状況で自己紹介する�のかで声の大きさや話�

すス�ピ�ー�ド�，目配せ，表情なども�変わってくるで�

し�ょう。�

　つまり，このような活動�は学習指導要領で言う�

ところの「言語の使用場面�や言語の働きに配慮�し�

た言語活動」であるという�ことです。�

・スパイラルな活動�が可能になる�

　これまでの学習スタイル�では，教科書で一度学�

習�し�た内容は，取扱いの重複を避�けるためで�し�ょ�

うか，二度と学習内容に取�りあげられることはあ�

りませんで�し�た。つまり，一度きりの学�習で習熟�

し�たと見なされてきたとい�っても過言ではありま�

せん。�し�か�し�ながら，先にも述べたよう�に，その�

学習スタイルは文法事項の�理解にとどまり，スキ�

ルの獲得にまでは至りませ�んで�し�た。この原因は�

練習不足に他なりません。�

　これはあたかも，プール�サイ�ド�で声高にクロー�

ルの泳ぎ方を説明�し�たあとに�「さあ，泳いでみろ」�

と言っているようなもので�す。実際には何度も泳�

いでみて，息継ぎのタイミ�ングや手の回�し�方，キ�

ックの仕方など試行錯誤を�くり返�し�，時には，コ�

ーチからア�ド�バイスをもらいながら次第�に上手く�

泳げるようになっていくも�のだと思います。�

　プロジェク�ト�型の授業では，目的達成�のために�

既習の学習事項を何度も使�用する機会が作り出さ�

れます。これにより，生徒�たちは必要に迫られて�

既習の学習内容を使用する�ことになり，より確実�

にスキルの定着を図ること�が可能になります。�

・意味のあるコミュ�ニケーションの体験�を記憶で�

きる�

　これまでの学習スタイル�では，言語材料，とり�

わけ文法事項の定着を急ぐ�あまり，生徒にとって�

はあまり意味をもたない�（必要を感�じ�ない）�疑似言�

語活動を授業の中で行わせよ�うと�し�てきま�し�た。�

たと�え�ば次�の�よう�な�How many ～?の�疑�問文�に�慣�

れさせるための会話練習です�。�

　この会話練習で，�生徒Aは生徒Bに対�し�て筆箱の�

中に何本鉛筆を持っているか�たずねているわけで�

すが，なぜそのような質問を�する必要があるのか�

意味を見出�し�てはいません。�単にHow many～?を�

使う機会を疑似的に作り出�し�ているに過ぎません。�

と�す�れ�ば，ど�の�よ�う�な�場�面�（�文�脈�）�の�中�で�How 

many～?を使い，その答�えに対�し�て�どのように反�

応すればよいのかを理解�し�ているわけではないの�

で，実際の場面で生徒がこの�表現を使うことを期�

待するにはかなりの無理があ�ります。�

　プロジェク�ト�型の授業では，生徒たちは�言語の�

使用場面と言語の働きを具体�的に想定�し�て，英語�

を使うことになります。これ�は，これまでのよう�

な単なる知識と�し�ての文法事項を無理やり�使う疑�

似言語活動ではなく，目的を�達成するために必要�

な言語材料を生徒自身で取捨�選択�し�，目的をもっ�

て使用することに意味があり�ます。�

　このような体験は，生徒た�ちが将来これに似た�

状況に立ったときに体験の記�憶と�し�て鮮明に思い�

出され，状況に応じて適切な�使い方ができるよう�

になると期待されます。�

　�

4．おわりに�

　学習指導要領が改訂され，�小学校に外国語活動�

が導入されたことにより，中�学校英語教育が果た�

す役割はますます大きなもの�になると考えます。�

　�し�か�し�私は，考えようによっては�これは大きな�

チャンスになるとも思ってい�ます。歯止め規制が�

なくなり，�語彙制限も最低1,200語程度に引き上げ�

られ，週３時間の授業時数も�4時間に増えます。�

　これまでの既成概念を払拭�し�，生徒により確実�

なコミュニケーション能力を�つけるためにも，私�

たちの様々な取り組みが求め�られると考えます。�

A：�　�Excuse me.  How many pencils do you
   　�have in your pen case?
B：�　�Ah...  I have five.
A：�　�Thank you.
B：�　�You’re welcome.
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1．は�じ�めに～授業で育て�たい力を考える～�

　私たちは，授業で様々�な方法をもって自己表現�

活動やタスク活動などを�仕掛けます。幼少時代の�

遊び体験の中で試行錯誤�が少なかったからで�し�ょ�

うか，生徒たちは壁にぶ�つかるとあきらめやすく，�

受動的で行動力の弱い面�が多く見られます。そん�

な生徒たちのために私た�ちは教材を工夫�し�，ヘル�

プシー�ト�やワークシー�ト�を自作準備�し�，一人でも�

多くの生徒が授業時間内�に課題を達成できるよう�

に苦心�し�ています。わかりやすく丁寧�に準備をす�

ることで，�活動はスムーズに進みま�す。�「準備�し�た�

かいがあったなあ…」と�安堵する間もなく，疑念�

が浮かぶのです。�「先生は工夫を重ねて�賢くなって�

いく。でも生徒たちは果�た�し�て賢くなっているの�

だろうか？」と。�

　英語科において目指す�べきものは，コミュニケ�

ーション能力の基礎。そ�れは「生きる力」につな�

がる�「問題解決能力」�を培うことにつながりま�す。�

課題の累積する現代で共�存�し�ていかなければなら�

ない生徒たちには不可欠�なスキルですが，何か大�

切な土台が欠けている感�があります。英語の授業�

においても４技能に注目�するだけでなく，こう�し�

た力を養うことにも目を�向けなければなりません。�

し�か�し�，どのように養っていけ�ばよいのか。そう�

し�た課題を抱え，この1年間を�過ご�し�てきま�し�た。�

2．多くの生徒に見�られる弱点を伸ばす�ために�

　上記のような思いから�，コミュニケーションの�

素地作りのために，教科�書を使った授業のルーテ�

ィンの中で，学習におい�て自分から求め，行動�し�，�

さらに創造的な活動へと�展開できる力を育てる工�

夫ができないか，と考え�ま�し�た。�

　そこで，授業で生徒た�ちを観察�し�ていて，多く�

の生徒が弱いと感じる点�をメモ�し�，授業の要所に�

柔軟に生かすことに�し�ま�し�た。�

　カー�ド�に記録が少ない生徒には�，�「できるか」�「で�

きないか」という能力の差�ではなく，自己管理・�

自己責任による�「やるか」�「やらないか」�の行動力�

の違いだということを強調�し�，友だちに支援を求�

めて頑張るよう助言�し�ます。課題を終えている�友�

だち�から�の助�けを�得な�がら，苦�労�し�てAの�評価�を�

勝ち取り，その達成感と感�謝の心が次の授業への�

意欲につながっているよう�です。�

（3）�　�音読が活発な授業�

　始まりのあいさつの直後�に，本文の音読を素早�

く行っています。一斉・ペ�アなど形式を巧みに変�

化させて，段階的にチャン�クごとの日英読み，シ�

ャ�ド�ーイング，ブライン�ド�・リ�ピ�ー�ト�など，いろ�

いろな変化球を盛り込みな�がら難易度を上げてい�

きます。�段階的な練習と同時に，�「教科書は手に持�

って」�「ペアの相手に対する責任を�感�じ�よう」�とい�

った基本的なマナーをきっ�ちり守らせています。�

活動は口頭指示で変化球を�交えるので，生徒には�

指示を聞く集中力と緊張感�があります。時に会話�

の状況や解釈を変え，感情�表現も変えておも�し�ろ�

く読みます。こう�し�た方法で発音指導から本文�内�

容の復習まで10分程度で集�中的・総括的に行って�

います。�

（4）�　�模範解答のない授業�

　練習問題や単元・定期テ�ス�ト�の答え合わせでは，�

模範解答を配付・板書せず�に，�「自分で調べる」�（＝�

書物から学ぶ）�「友だちと相談する」�（＝人から学�

ぶ）�という中で試行錯誤�し�ながら，�根気よく問題に�

向き合う機会と�し�ま�し�た。友だちと相談するた�め�

に席を立つことも許�し�ています。目標は「班ご�と�

にOKをもらう」�こと。誤答を見逃さない�ためにも�

最終チェックは必須です。�誤答の箇所に線を引い�

て�“�Do it again!”�と手渡すと�「えっ!?」�「なんで？�

どこどこ？」と必死に考え�てくれます。�

（5）�　�自己表現できる授業�：ス�ピ�ーチタイム�

　新�学�習�指�導�要�領�に�ス�ピ�ー�チ�活�動�が�明�記�さ�れ，�

Prepared Speechの�よ�さ�が�見�直�さ�れ�て�い�る�こと�を�

うれ�し�く思います。聞き手を意識�し�て論理的に文�

　把握さえできていない？）�
・�質�問�や�相�談�を�し�て�問�題�を�解�決�す�る�力�（�対�人�マ�

ナーも×。体験から生まれて�ほ�し�い…）�
・聞く→行動�（視覚情報に頼りすぎ？）�

新�学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

英語教育・2010年第1号�

〈4技能�の�総合�を�図�る�指導�の�工夫〉�

授業で育てたい力�と�は？�
～�コ�ミ�ュ�ニケ�ー�シ�ョ�ン�の素地�を�養�う�授業の工夫�～�

茨城県古河市立三和中学�校教諭　�天白　�由美子�

「多くの生徒に�見られる弱点」のメモ�例�
・論理力�（物事の因果関係に疎い？）�

・�情�報�を�整�理�・�検�討�・�管�理�す�る�力�（�自�分�の�状�況�

　以下，�現在授業で工夫�し�ていることのうちの5点�

を紹介�し�ます。�

（1）�　�対話と共有のある授�業�

　新�し�い事項を取り上げるときは�，関連・連想す�

る事柄をたずねるなど，生�徒といろいろな情報を�

共�有�す�る�時�間�を�大�切�に�し�て�い�ま�す。授�業�の�テ�ン�

ポ・リズムを大切に�し�ていますが，単語の導入�で�

はフラッシュカー�ド�の使用を止め，板書を�し�なが�

ら有用な情報やイメージ画�を書き添えていきます。�

また，�「常識と�し�てわかっているだろう」�と思うこ�

とも，あえて具体的に想像�し�やすいように説明�し�

ます。既存の知識とのイメ�ージ的なつながりを重�

視�し�，皆で思考の流れを共有する�ことで，自分た�

ちの世界につながっていく�という実感が，記憶に�

結びついていくと考えます�。その場の対話からお�

も�し�ろい例文と価値のある着想が�生まることもあ�

り，貴重な時間です。�

（2）�　�自己管理する授業�

　単元ごとに自己評価カー�ド�を活用�し�ています。�

自己評価カー�ド�とはいえ，大半が客観的�な評価や�

課題達成の記録�（先生のサインやシール）�であり，�

簡易ポー�ト�フォリオ的な役割を果たすよ�う試行錯�

誤�し�たものです。記録は「自主的�」に「随時」も�

らうようにする習慣をつけ�ています。そ�し�て，単�

元末にカー�ド�を回収�し�，カー�ド�の状況を見て，個�

別に助言を�し�ています。�「単元終了までにすべて�の�

チェックを受ければよい」�と�し�，個人の能力や都�

合によって柔軟に取り組め�るように�し�ま�し�た。�

「自己評価カー�ド�」の項目�
【自分で記入】�
①単元の�自己目�標　②月日，曜日　③�ページ�と�
め�あ�て　④�小�テ�ス�ト�の�記�録　⑤�4技�能�取�り�組�み�
自己評価　⑥�挙手・発�表数　⑦振り�返りと英�作�

文　⑧単元テス�ト�の得点　⑨単元の振り返り�
【先生が記入】�
①自�習�チ�ェ�ック�（�本�文�視�写&和�訳�）�　②課�題�達�成�
チェック　③�ス�ピ�ーチ�評価　④ワー�クブック�評�
価　⑤総合評価�（ABC）�

章を組み立て，プ�レ�ゼンテーション・マナ�ーを身�

に�つ�け�る�訓�練�と�し�て，Prepared Speechは�や�は�り�

最良です。題材を学んだとき�に原稿の下書きをノ�

ー�ト�に書かせ，そこからスピ�ーチ用紙に清書�し�，�

暗記�し�て全体の前で発表するまでを�自主性を大事�

に�し�て進めています。評価は�原稿作成でも発表で�

もAをもらうまでやり直�し�はOKと�し�，�下記のポイ�

ン�ト�についてABCの評価を与え，�改善の指針と�し�

ています。�

ス�ピー�チ�・�シ�ー�ト�に�記�載�し�て�い�る�発�表�の�ポ�イ�ン�ト�
【Writing】�
　�①volume　②logic　③spelling　④grammar
【Speaking】�
　�①voice volume　②eye　�contact　③smile
　�④fluency

　ス�ピ�ーチ活動導入時の工夫ですが�，あらか�じ�め�

Good SpeechとBad Speechの�モデルを見せ，自己�

紹介など簡単な内容を十分に�暗記させ，全体の前�

で“Hello, everyone!（�Hello!）�”�，�“Thank you for 

listening.（拍手）�”と自�主的にかつ楽�し�く発表する�

流れを体験させま�し�た。初期に全体発表の�ルール�

を作り，抵抗感をなくすこと�が鍵だと思います。�

3．成果と課題�

　現在勤務�し�ている古河市立三和中学校で�は「自�

己教育力のある生徒」の育成�を教育目標と�し�，英�

語科では習熟度別少人数指導�を実施�し�ています。�

　現在，第２学年と第３学年�を担当�し�，自助努力�

の雰囲気が築かれたこと，音�読や発表に意欲的に�

なり，予習に取り組む生徒が�増えたことにうれ�し�

さを覚えます。�

　一�方，�「柔�軟」な�授�業�に�は「不�確�か�さ」も�あ�り，�

不安になる子もいます。いわ�ば「薄暗闇を歩く」�

子どもたち。その周囲をすべ�て明るくするのでは�

なく，足下とゴールを照ら�し�，子どもたちが手を�

取り合って進む中で，徐々に�周りが見え，自らの�

灯火がもてるように導きたい�と考えます。�

「生徒たちが自立�し�，賢くなる授業」�への試みはま�

だ初期段階ですが，現在の指�導方針を続けながら�

コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�活�動�と�関�連�さ�せ，ア�ク�シ�ョ�

ン・リサーチ等の方法で研究�・改善�し�たいと思い�

ます。�
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1．は�じ�めに�

　新学習指導要領おいて�教科目標は「４つの技能�

を総合的に育成すること�」�とある。�「聞くこと」�や�

「読むこと」�を通�じ�て得た知識等を，自らの体�験や�

考えというフィルターを�通過させ，�「話すこと」�や�

「書くこと」�で表現する。そこを到達点�と考え，50

分を少�し�の無駄もなく使い切るような�授業実践を�

し�ている。�

2．ウォーミングア�ップは5分刻み�

　授業の始まりは，５分�刻みの�ト�レ�ーニングを行�

う。その日の授業内容に�スムーズに移行できるよ�

うに，以下の①～⑤の活�動のうち，１～３つを選�

択�し�て実施する。�

①教師が発音�し�たり，�CDから流れてきたりする英�

文を聞き，要約等の問題に取�り組む。�

②英文を読み，筆者の述�べたいこと等に関する問�

題に取り組む。�

新�学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

英語教育・2010年第1号�

〈4技能�の�総合�を�図�る�指導�の�工夫〉�

4技能�フ�ル稼働の50分間�
愛知県豊橋市立南陽中学校教�諭　�佐藤　�充宏�

③�英�会�話�ス�キ�ッ�ト�（�本�校�独�

自�の�英�会�話�集�English 

Fight，�およびペアで考�

え出�し�た独自のスキッ�

ト�）�を�感�情�を�込�め�て�表�

現する�（話す）�ことに取�

り組む。�

⑤現在習っている文法事�項についての確認問題に�

取り組む。�

　�

④与えられたテーマに対�し�，�「事実・描写」�と�「感�

　情・希望」を意識�し�て，�

英語で表現する�（書く）�

こ�と�に�取�り�組�む�（�辞�書�

は授業時に教室にカー�

ト�で運び，生徒はいつ�

で�も�使�え�る�状�態�に�あ�

る）�。�

　活動の終了は，キッチン�タイマーが知らせる。�

時間内にできなかったとこ�ろは，授業の終盤に設�

定�し�て�あ�る「振�り�返�り�の�時�間�（�自�分�の�弱�点�補�強�時�

間）�」�に行うか，家庭学習とする。�時間内にできた�

生徒は，教師の指示を待た�ずに自分の伸ば�し�たい�

ところを自分で見つけて学�習する。�

3．�ピ�ータータイム�

　英語特区である豊橋市は�，週４時間を英語の授�

業に使える。そのうちの１�時間は，英会話力アッ�

プに焦点を当てた時間であ�る。各中学校に常駐す�

るALTとのTTで教科書�は使わ�ない。本校�はALT

の�ピ�ーターと共同立案�し�た授業を行っている。�話�

すことを中心にすえて，表�現力を育成するために�

以下のような取り組みを�し�ている。�

①１～２分の�ピ�ーターのス�ピ�ーチを聞き，その内�

容を大まかにつかみ，英�文でまとめる。または，�

ス�ピ�ーチについての質問をする�。�

②�授�業�の�初�め�に�や�っ�て�い�る�ト�レ�ー�ニ�ン�グ�の�Eng-

lish Fightやオ�リジナ�ルスキ�ッ�ト�を発表�する�（別�

室で実施）�。�ピ�ーターはその評価を行い，�生徒た�

ちにア�ド�バイスをする。�

③英語のス�ピ�ーチを発表�

する。�「私の夢」�「日本�

人の私が世界の問題を�

考える」等のテーマに�

沿って作ったスピーチ�

を暗記�し�て発表する。�

発表のときには絵，写�

気持ちを込めて話すぞ！�

いつでも使えます！�

私の英語通�じ�るか�し�ら?!

　真，小物等を使ってもよ�いとする。�

4．使用可能な機器�等は�

　　�すべて使う�

これが英語グッズ！�

　生徒が英語を学ぶ環境�

を可能なかぎりよいもの�

にするために，授業時に�

教室に以下の道具を運び�

込んでいる。�

①�カ�ー�ト�：「生�徒�用�の�辞�書�40冊」�，�「CDプレ�ー�ヤ�

ー」�，�「�ピ�クチャーカー�ド�」�，�「授業で使うプリン�

ト�類」�，�「英会話関連の本」�，�「多くの参考資料」�

等を乗せてある。�

②移動黒板：正面黒板には�コン�ピ�ュータ用の提示�

スクリーンが貼り付けら�れるため，文法事項の�

説明等は移動黒板にあら�か�じ�め書いておき，提�

示する。�

③コン�ピ�ュータ，プロジェクター�，スクリーン：�

各教室にLANが設置されているので，�コン�ピ�ュ�

ータを最大限活用する。�

・教科書の内容提示，発音�練習，練習問題に取り�

組むソフ�ト�（デジタル掛図等）�を使う。�

・�パ�ワ�ー�ポ�イ�ン�ト�で�作�っ�た「文�法�説�明」や「詩」�，�

自分で作ったビデオ教材�を提示する。�

・�イ�ン�タ�ー�ネ�ッ�ト�に�も�接�続し�，文�字�や�映�像�（�You 

Tube等）�の資料を提示する。�

　世�界�の�抱�え�る�問�題�を�イ�ン�タ�ー�ネ�ッ�ト�の�英�語�ニ�ュ�ー�ス�

で聞き，それに関する�「�状況・様子」�と�「感情・思った�

こと」�を意識�し�て分けて英文に書いた。その際，ペア学�

習という形で取り組んだ。�

「音読→完全暗記→自�分たちなりに工夫する�（文の�

変形）�→発表」の流れで行う�。�

　オリジナルスキッ�ト�は，与えられたテーマに沿�

ってペアで辞書を使いながら�，より独創的なスキ�

ッ�ト�作りに挑戦するものであ�る。添削を受けた後，�

完全暗記�し�て発表する。�

6．僕の・私の授業日記�

　生徒は授業の終わりに，毎�回必ず授業日記を書�

く。その日の授業は理解でき�たのか，疑問点はあ�

るのか，日々の英語学習で困�っていることはない�

か，次の授業のときの目標は�何にするのか，家庭�

でどんな学習をするつもりか�等，内容は生徒がそ�

のときに書きたい内容を書く�。�

　日記には必ず朱書きを入れ�，授業が始まる前に�

生徒に返却する。生徒たちと�よい人間関係が生ま�

れ，生徒の英語学習への意欲�を高い状態に保つこ�

とができる。また，その日の�授業の良�し�悪�し�が手�

に取るようにわかるので，次�の授業の改善に役立�

つ。朱書きでは答えきれない�質問を�し�てきた生徒�

には，休み時間に廊下等で直�接答える。�

5．�「English Fight」＆「オリジナ�ルスキッ�ト�」�

　本校には，１～３年生ま�でその学年に合った内�

容�の�英�会�話�表�現�集�が�あ�る。そ�れ�の�総�称�が�English 

Fightである。�１年生は，�Quick Q&Aが3課とBasic 

English Fightが�３�課。２�年�生�か�ら�本�格�実�施�さ�れ，�

２年次に５課，�３年次に５課ある。�内容は，�「ホテ�

ルのチェックイン」�「友人と昨晩見たニュ�ースにつ�

いての話」等，様々な状況�を想定�し�てある。基本�

的には，授業開始の�ト�レ�ーニング時間を使って�，�

7．おわりに�

　生徒たちには無限の可能性�がある。また，生徒�

が探�し�ている答えは，生徒自身で見�つけ出すこと�

ができる。その信念のもと，�教師はその環境を可�

能なかぎりよいものにする。�授業中，生徒が常に�

自�分�で�考�え�て�行�動�し�て�い�る�（�聞�く�＋�読�む�→�話�す�＋�

書く）�状況を設定�し�たい。�

どんなに忙�し�くても愛の朱書き入りで返却！�



8 9

1．は�じ�めに�

　中学校１年生の初期の�段階で，�「英語授業の中で�

難�し�いと思うことは？」�と問うと，�「英語で書くこ�

と」と答える生徒が少な�くない。�

　学習指導要領の改訂に�おいて，外国語科の目標�

が音声によるコミュニケ�ーションを重視すること�

から，４技能をバランス�よく育成することを求め�

られるようになった。現�学習指導要領にあげられ�

ている音声によるコミュ�ニケーション重視という�

点は，小学校での外国語�活動の必修化により，小�

学校でその素地が育成さ�れることになる。�し�か�し�

ながら，�「音声に十分慣れた中�学校１年生」�は，中�

学校の英語学習に入り，�アルファベッ�ト�などの文�

字や単語，文などを書く�ことにおいてスムーズに�

取り組めるだろうか？�

　そこで，中学校１年生�の１学期から２学期の時�

期において，�「英語で書くこと」�に対�し�ての苦手意�

識を払拭させるために，�他の技能と関連づけさせ�

ながら取り組んだ授業の�実践を紹介する。�

　�

2．楽�し�く覚えよう，フォ�ニックス！�

　�「聞くことから書くこ�と」�へつなげるための一つ�

と�し�て，フォニックスを理解�し�ているかどうかは�

とても重要である。そこ�で，４月の授業ではフォ�

ニ�ッ�ク�ス�を�徹�底�的�に�教�え�る�こ�と�に�し�た。�し�かし�

Lenneberg（�1967）�が唱え�た言�語習�得に�おけ�る「臨�

界期」�があるように，臨界期を�越え始めた中学1年�

生と�も�なる�と，ど�う�し�て�も�［ク�ッ�］�=k（c）�と�いう�よ�

うな音から文字への理解�を自然に受け入れられな�

い生徒も見られ始めた。�フォニックスの授業が苦�

痛に感�じ�ているようであった。�

　�「�フ�ォ�ニ�ッ�ク�ス�授�業�＝�楽�し�い」と�す�る�た�め�に�は，�

ALTの力を大いに借りた。�小学校で英語活動に慣�

れた生徒たちは，�ALTの先生が来るとなるといつ�

も以上にワクワクする。�そのワクワク感を利用�し�

て，�Team Teachingによるフォニックスカルタや�

新�学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導�

英語教育・2010年第1号�

〈4技能�の�総合�を�図�る�指導�の�工夫〉�

「英語で書�く�」�につなげるために�
を動かす，声を出す，くり�返すという作業を行わ�

せた。�

　読めた回数をポイン�ト�と�し�て与え，�「ポイン�ト�カ�

ー�ド�」�にチェックする。ゴールまで�行けば，�「英語�

の宿題１ページお休みクー�ポン」がもらえる。英�

語があまり好きではない生�徒は「宿題が１回休み�

になる！」と，とても喜ん�で練習する。�し�か�し�そ�

の結果，教科書本文が読め�るようになって�し�まう。�

そうなると練習もおも�し�ろく感�じ�始め，最終的に�

は「人よりポイン�ト�を貯めたい！」というよい�競�

争心をもって授業に取り組�むようになった。�

　�

4．速くたくさん書こ�う，ディクテーショ�ン！�

　上記の音読練習の後に，�ディクテーション活動�

を取り入れている。�

　時間内に速くかつ正確に�書くという作業は，日�

本語であっても難�し�い。ま�し�て英語ともなれば，�

なおさらである。�し�か�し�，そこは訓練！　回数�を�

重ねるうちに速く正確に書�くことができるように�

なる。さらに，ディクテー�ションをするときには�

「自然な大きさの声で英文�を言いながら書く」�よう�

に指示�し�，それにより，自分がそ�の文を言えるか�

どうか確かめられる。�

　時間内に決められた文を�決められた回数ディク�

テーションできると，生徒�に「英文を書けた！」�

という小さな達成感が生ま�れ，また何回も書くこ�

とで文の構造が理解�し�やすくなるようだ。�

6．おわりに�

　これらの活動を通�し�て，英語学習初期の中学１�

年生にも「英語を使っている�！」という実感を与�

え，書くことにおいての不安�を多少なりとも解消�

できたようだ。�

　今後は５語以上の英文を５�文程度のまとまった�

文章と�し�てすらすらと書くことがで�きる力につな�

げられるような英語授業の実�践を目指�し�て取り組�

んでいきたい。�

鹿児島県鹿児島市立吉野�東中学校教諭　�野間口　�晴美�

し�りとりなどのゲームを行�った。�

　ALTによるネィティブの発音を聞いたり，�生徒�

が文字や単語を発音�し�たり�し�てフォニックスの音�

を知り，最後にまとめと�し�て，フォニックスを使�

って文字を書く練習を�し�た。生徒たちはひらが�な�

の�［か］�を�［か］�と読むことにおいて何の�疑問もな�

いように，ALTが�「クッという音は　�k　�や　�c　�のこと�

だよ」と言えば，自然に納�得�し�た。また，カタカ�

ナ�で　�［�ア�］�　�と�表�記し�てし�ま�い�が�ち�な　�a　�や　�u　�の�音�も，�

それらを区別�し�て発音例を示すことで，�フォニッ�

クスが実際に使われている�身近な言葉のきまりに�

つながったようだ。ネィテ�ィブス�ピ�ーカーが与え�

る生の英語の力は大きい。�

　�

3．何回読めるかな�？　教科書音読！�

　�「英語で書く」ためには�，�「英語を読める」とい�

うことも必要である。その�ために，最も身近な教�

材である教科書をすらすら�と読めるようにさせた�

い。１�年�生�と�い�え�ば，�「英�語�活�動�＝�ゲ�ー�ム�が�で�き�

る」�と思っている生徒が多�いことから，活動を�「ゲ�

ームを�し�ている」と思わせること�ができれば，意�

欲的に取り組むのではない�だろうか？　そこで，�

マンネリになりがちな音読�練習をゲームと�し�て実�

践�し�た。�

　ゲームについては，�「制限時間があり，�得点がも�

らえる」�，�「教科書を時間内にたく�さん音読�し�，達�

成できたらポイン�ト�を与える」と�し�た。この活動�

を行う前には，教科書の文�を正�し�く読めるよう，�

教師の後についてのコーラ�ス・リーディングやク�

ラスメー�ト�とのペア・リーディング等を�くり返�し�

行う。これらの音読活動は�その後に行うゲームの�

ために必要なことなので，�生徒は必死に取り組む。�

速く，たくさん読むことを�目標と�し�，とにかく口�

～音読ゲーム～�
①制限時間30秒～１分�（文の量に応�じ�て設定）�
②読めた回数だけ，ポイン�ト�ゲッ�ト�！�

～ディクテーションの方法～�
①教科書の基本文を用いた文を書く。�

　※目標：30秒～１分以内に５文程度書�く。�

②教科書本文をディクテーションする。�

　※目標：教師が１文につき５回程度読�む間に，�書きと�

る。�

③難�し�い単語をディクテーションする。�

　※目標：１分以内に１つの単語を20回目指�し�て書く。�

（生徒感想より）�

英文を写�し�たり，�聞いて書いたり�し�たら�（英文が）�頭に入�

っていく。�

　この訓練をくり返すこと�で，生徒自身が，英文�

を自分で作成するための基�礎的・基本的な言語知�

識のインプッ�ト�を実感できたようである�。�

5．自分以外を紹介�し�よう，�「他己紹介」�！�

　上記の音読練習やディクテ�ーション活動を通�し�

て，英語で書くことにおいて�生徒の興味・関心が�

増�し�てきた。新学習指導要領�が唱える「自分の考�

えなどを書くことができる」�という目標に向けた�

取り組みを�し�ようと，２学期半ばには英語�による�

「他己紹介文」を作成させる�ことに�し�た。�

　紹介する人物はアニメのキ�ャラクター，芸能人�

など，生徒に興味のある題材�を設定させ，資料や�

語句の準備も行わせた。興味�をもって取り組んだ�

結果，オリジナリティあふれ�る作品を完成させる�

ことができた。�

参考文献�

　文部科学省．2008.�『中学校学習指導要領』�

　文部科学省．2008.�『中学校学習指導要領解説　�外国語編』�

　小池生夫．1994.�『第二言語習得研究に基づく最新の英語�

教育』　�大修館書店�

　Lenneberg, E.� 1967. Biological foundations of language. 
New York : Wiley and Sons.

〈�「他己紹介」�作品�の�１�つ�〉�
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1．設立の経緯�

　岩手に新�し�く生まれた研究会の活動�をご紹介�し�

ます。�名前は　�Big River　�です。�平成19年２月に実施�

し�た一つの研究授業をきっかけ�に40代の英語教師�

の有志数名で立ち上げま�し�た。20代の頃から研究�

面で切磋琢磨�し�た，昔の仲間が集まり�ま�し�た。最�

初は数名だった会員も，�今では80名ほどになりま�

し�た。英語教育に興味をもつ人�なら誰でも会員に�

なれます。現場の教諭だ�けでなく，教育委員会の�

指導主事の先生，大学生�，大学教授，高校の先生，�

校長先生，民間の英語に�携わる方々など多岐に渡�

ります。研究会の目的は�「岩手大学時代の恩師，�

大沢先生の教えを若い世�代に伝える。教師の哲学�

を伝える。�自分たちの腕を磨き合う�」�。�自由な研究�

意志をもつ熱い想いにあ�ふれた研究団体です。岩�

手県のどの地区の先生と�もメールで交流でき，質�

問や情報交換，教材の共�有化など今までにない効�

果が表れており，他教科�の先生方からも注目を集�

めています。現場と行政�の一体化です。これも過�

去に例を見ません。�

2．活動内容「サム�ライ道場」�

　平成20年１月に第１回�研究発表会「サムライ道�

場」�が開催されま�し�た。Big Riverが主催する研究�

会には「道場」の名前が�つけられています。休日�

開催にもかかわらず，80名以上の参加で盛り上が�

りま�し�た。�あの熱気は忘れられません。�夏と冬にサ�

ム�ラ�イ�道�場�を�開�催�。�今�年�の�１�月�で�５�回�目�と�な�り�ま�す�。�

　発表者は立候補，推薦，�様々ですがテーマも自�

分で決め，主に自分の実践�，興味をもっているこ�

となどを発表。サムライ道�場はワークショップ形�

式の参加型の発表が多く，�参加者も実際に実践方�

法を体験�し�ながら効果を実感できます。�研究会後�

の感想には多くの驚きの声�が書かれます。発表内�

容は�「学力アップの魔術師�」�「ヴィジュアルを活用�

し�てイキイキ授業～Touchし�てみませんか」�「中学�

校に外国語活動がやってく�る」など，他の研究会�

では見られない，斬新でそ�の先生ら�し�さが発揮で�

きる，ワクワクするような�テーマが多いのも特徴�

です。各発表の様子は，自�作のワークシー�ト�，指�

導過程などを参加者を生徒�に見立て，授業を再現。�

翌日から自分の学校で実践�できるものばかりです。�

　普段はメーリングリス�ト�で互いに話題を提供�し�

ています。�「ワークシー�ト�やテス�ト�問題の提供，�読�

解指導ポイン�ト�，文法指導の工夫，帯活�動の提案，�

楽�し�いWarm-Up，授業の指導案」�など日々メール�

で情報交換�し�ています。今は大学生の皆�さんも数�

名参加。授業を見た感想や�質問などを寄せていま�

す。とても嬉�し�いことです。�

1．言語の本質�

　1992年，�ある出版社の編集長と�し�てMITを訪れ�

た私は，チョムスキーの功�労を称えた受賞講演に�

出席�し�た。慶應大学院の大津由紀�雄教授司会の質�

疑応答で，直接質問に答え�ていただき，たいへん�

感銘を受けた。�

　そもそも，言語は，生得�文法を通�し�，親から愛�

情を受けて，授けられるも�のであり，外国語の文�

法項目もその域を出ない。�たとえば，大津教授が�

示すのを待つまでもなく，�どの言語文化において�

も受動態などは幼少に獲得�される。言語獲得が外�

国語学習に応用できる所以�である。�

2．外国語学習�

　実際の授業では，演繹的�なアプローチで文法用�

語を振り回�し�ても，ほとんどの生徒には�ちんぷん�

かんぷんである�し�，反対に，単に多数の�例文を挙�

げて帰納的な文法習得を狙�っても，不完全な文法�

認識に終わるというジ�レ�ンマに陥る。�

　そこで，幼児の一瞬の言�語獲得を可能にする生�

得文法のような，だれもがピ�ンとくるコア・イメ�

ージの提示が必要とされる�。たとえば，前置詞の�

on　�は�「�上」�でなく�「�接触」�だ�し�，中１で習う進行�

相の現在分詞と中３で習う�後置修飾はまったく同�

じ�もので，どちらも形容詞�的だという具合に。�

　それでは，�中学校で最初に習うbe動詞のコア・�

イメージとは何であろうか�。もともと存在をあら�

わ�す�be動�詞�（�不�完�全�自�動�詞�）�は�主�語�の�存�在�や�有�り�

様を表現する。�

英語サム�ラ�イ�道場�っ�て何？�
～Big Riverの活動�に�ついて～�

3．Big　�Riverのこれからの目標�

　特に20代，30代の若手教�員，小学校の先生，他�

県との交流など，盛り上げ�ていきたいものです。�

事務局は盛岡市立下橋中学�校の鈴木泉教諭。他県�

の皆さんの参加も大歓迎で�す。英語教育に関する�

いろいろな情報，ご自身の�最新の実践方法，ある�

いは素朴な疑問などがあり�ま�し�たら，お問い合わ�

せください。�

〈第1回　サムライ道場の風景〉�
〈全中学校に配布�
　されるサムライ�
　道場の案内〉�

東京都板橋区立西台中学�校主任教諭　�田中　�大助�

文法授受のための口�ず�さ�み�チ�ャ�ン�ツ�

I am here.
It is there.
It is a pencil.
It isn’t a pen.

　一般動詞�（他動詞）�で初めて，主語と他の対象�と�

の関わりが表せるようにな�るのである。�

　つけ加えておくと，進行�相の叙述や受動態に用�

いられるbe動詞の本質に変わりはない。�

I have a brother.
I like my brother.

3．授受する文法�

　ある数学の先生によると，�日本人は風呂を通�し�

て数学の基礎が授受されてい�たそうだ。例の「い�

ーちい，にい，さあん，�し�い，…」である。余談�

になるが，今，日本の折り紙�を初等教育に導入�し�

たり，九九よりも大きな数ま�でチャンツすること�

を当たり前とするイン�ド�の技術者に現在日本のコ�

ン�ピ�ュータ会社が頼っている�現実がある。�

　さて，前述の理論を英語学�習に生か�し�，授受す�

る文法をめざ�し�て，実際の授業のウォーミ�ング・�

アップに使っている「口ずさ�みチャンツ」の一部�

を下に示すが，これらは助動�詞や過去時制などへ�

と系統的に応用・発展される�。たとえば，助動詞�

の　�can　�などへの応用はとても�シンプルで，�何度も�

練習をくり返す必要がないぐ�らいである。チャン�

ツを行う際には，発音はよい�に越�し�たことはない�

が，子へ伝えるような思いで�抑揚をつけられたい。�

「口ずさみチャンツ」�の導入により，理解さ�れない�

用語使用も陥れる問題練習も�いらなくなった。オ�

ーバーラップさせてくる素直�な生徒の声に，親の�

思いのような愛お�し�さを感�じ�る毎日である。�

　さて，生得文法の探求に終�わりはない，生徒の�

犯すミスこそ修正のための宝�庫であり，常にフィ�

ー�ド�バックを怠ってはいけな�いと自戒�し�ている。�
〈�「口ずさみチャンツ」の抜粋〉�

I am ～.
You are ～.
Jane is ～.
She is ～.
John is ～.
He is ～.
English is ～.
It is ～.
We are ～.
You are ～.
They are ～.

Am I ～?
Are you ～?
Is Jane ～?
Is she ～?
Is John ～?
Is he ～?
Is English ～?
Is it ～?
Are we ～?
Are you ～?
Are they ～?

I’m not ～.
You aren’t ～.
Jane isn’t ～.
She isn’t ～.
John isn’t ～.
He isn’t ～.
English isn’t ～.
It isn’t ～.
We aren’t ～.
You aren’t ～.
They aren’t ～.

岩手県矢巾町立矢巾中学�校教諭　�石積　�康弘�

私には兄弟がいます。�
私は兄弟が好きです。�

私　は　ここに　　います。�
それは　そこに　　あります。�
それは　鉛筆で　　�（ありま）�す。�
それは　ペンでは　ありません。�

I like ～.
You like ～.
Jane likes ～.
She likes ～.
John likes ～.
He likes ～.
The cat likes ～.
It likes ～.
We like ～.
You like ～.
They like ～.

Do I ～?
Do you ～?
Does Jane ～?
Does she ～?
Does John ～?
Does he ～?
Does the cat ～?
Does it ～?
Do we ～?
Do you ～?
Do they ～?

I don’t ～.
You don’t ～.
Jane doesn’t ～.
She doesn’t ～.
John doesn’t ～�
He doesn’t ～.
The cat doesn’t ～.
It doesn’t ～.
We don’t ～.
You don’t ～.
They don’t ～.

Teacher's Forum Teacher's Forum
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1．は�じ�めに�

　小学校における「外国�語�（英語）�活動」が５，６�

年�生�に�お�い�て�年�間　�35　�単�位�時�間�の�活�動�と�し�て�い�よ�

いよ2011年４月より全面�実施されることになった。�

これは外国語�（英語）�活動が，従来の「総合的�な学�

習の時間」の枠から外れ�た「領域」において実施�

されることや，小学校外�国語活動の目標などから�

判断すれば，教科化へ大�きく前進�し�たものと考え�

られる。�

　文部科学省の2007年12月の調査によると，全国�

の小�学校�の97.1％�（2007，MEXT）�に�おい�て英�語�活�

動は実施されていて，そ�の数値は現在さらに増え�

ていることが予想される�。�し�か�し�，活動内容，頻�

度，担当者などは，学校�間，さらに地域間におい�

ても格差が存在�し�て，そう�し�た格差が現在小学校�

英語活動における問題の�一つになっている。�

　�「英語ノー�ト�」�の取り扱い方一つに�し�ても各小学�

校間で温度差があり，多�くの小学校が試行錯誤�し�

ながら苦闘�し�ているのが現状のようだ�。�し�たがっ�

て，現在の「総合的な学�習の時間」における小学�

校英語活動が中学校の英�語にどのような実質的な�

影響を与えたのかとか，�2011年の新学習指導要領�

導入後にどのような影響�を与えるのだろうかなど�

に関�し�ては，もう少�し�今後の推移に注目する�必要�

がありそうだ。本稿では�，小学校での英語活動を�

中�学�校�英�語�へ�ど�の�よ�う�に�生�か�す�の�か，�「語�彙�の�指�

導」を中心に考えてみた�い。�

　�

2．経験時数を踏ま�えた文字指導�

　小学校外国語活動の「�指導計画の作成と内容の�

取り扱い」における配慮�事項や，文科省の「小学�

校英語活動実践の手引き�」においても「英語の文�

字と音声を同時に媒体と�し�て意思の伝達を図ろう�

とすることは，小学校の�子どもにとっては負担が�

大�き�過�ぎ�て，英�語�嫌�い�を�生�み�出�す�こ�と�に�つ�な�が�

る」と�し�て文科省は指導においては極�めて慎重な�

態度をとっている。�

　�し�か�し�，多くの研究報告や小学校教�育現場から�

の意見を総合�し�ても，すでに文字指導は�かなり実�

施されているのが現状では�なかろうか。小学校英�

語活動においては，経験時�数を踏まえたうえで，�

書く指導も少�し�負担にならない程度に導�入�し�ては�

どうだろうか。高学年児童�になると絵カー�ド�を見�

て発音するだけでは満足�し�ない子どもがいたり，�

英語の音声に慣れ親�し�ませるゲームだけの学習�で�

は子どもたちの知的好奇心�を満たさないからであ�

る。実際，鹿児島県の小学�校でもそう�し�た例は少�

なくない。６年生ではそれ�までの学習経験を生か�

し�て自分の身の回りの単語�であれば書く活動を取�

り入れることで興味を示す�ようである。では，何�

をいつどのように指導�し�たらよいのだろうか。�

　�

3．フォニックスの�導入�

　小学校英語活動では，ま�ずフォニックスを文字�

や語彙指導の前に導入�し�たい。少なくとも５年�生�

の２学期後半くらいから英�語の音に親�し�みをもっ�

てきた頃からの導入を提案�し�たい。フォニックス�

の導入で英語の音声に対す�る興味・関心が高まる�

こ�と�が�考�え�ら�れ�る�か�ら�だ。フ�ォ�ニ�ッ�ク�ス�は�T.P.R.

（�Total Physical Response）�を�取�り�入�れ�て�小�学�校�

低・中学年からでも実施可�能だと考えている。ま�

ずフォニックスの導入で英�語の音声に対する「予�

測力」を育てたい。�

　�

4．語彙の導入�

4.�1　�PowerPointを導入�し�た視覚的方法�

　語彙の導入ではまず視覚�的方法がある。これは，�

絵カー�ド�，写真，地図，実物，フ�ラッシュカー�ド�，�

ジェスチャーなどが考えら�れる。これらは語彙の�

スペリングと音声との連結�に役立つもので，入門�

期の学習者への代表的な指�導法である。現在では，�

PowerPointの�ア�ニ�メ�ー�シ�ョ�ン�を�含�め�た�語�彙�の�提�

示など，�PCを導入�し�て学習者の視覚に印象づけ�る�

こ�と�も�で�き�る。小�学�校�英�語�活�動�で�は�絵�カ�ー�ド�や�

PowerPointを�使�用し�て�単�語レ�ベ�ル�（�single word）�

から�導�入�し�て�も，中�学�で�は�学�年�進�行�に�つ�れ�てcar　�

→　�big car，building　�→　�tall buildingなどのように�

意�味�の�か�た�ま�り�（�chunks）�とし�て�提�示し�て�学�習�者�

の言語処理を複雑にするこ�とで記憶の定着を深め�

たい。�

4.�2　�言語学的方法�

　語幹�（stem）�の指導から接頭辞，�接尾辞など語形�

成の指導や，同義語，反意�語，文脈からの指導，�

コロケーション，�関係を明確に�し�た指導，�（たとえ�

ば，December comes after November.，Mary is 

Tom’s sister.  Tom is Mary’s brother. etc.）�，さら�

に言い換えや定義を与えた�指導方法などが考えら�

れる�（米山，2002）�。新出語の導入は印象�深く記憶�

に残るような指導を工夫す�ることによって記憶の�

痕跡が深くなり，知識が定�着�し�やすいと考えられ�

ている。�

　�し�か�し�，この言語学的な方法は�入門期や初級の�

学習者にとってはまだ難�し�い。基本的な語彙の知�

識がまだ限られているから�である。�し�たがって，�

初級学習者にはまず語彙学�習を第一義的に考える�

語彙の「意図的学習」が必�要であり，徐々に読解�

や�聴�解�を�通�し�て�副�次�的�に�語�彙�を�学�ぶ「偶�発�的�学�

習」�へと進めることである�。�Nation（2001）�はこの意�

図的学習における単語カー�ド�の利点を述べている�

が，紙�幅�の�都�合�上�こ�こ�で�は�割�愛�す�る�（�折�田，2007，�

p.77を参�照のこと）�。�

　�

5．記憶定着への工夫�

5.�1　�Recall法�

　語彙指導は単なる機械的�な反復練習ではなく，�

単語を見て意味を想起させ�たり意味から単語を想�

起�さ�せ�た�り�す�る�recall法�が�記�憶�の�痕�跡�が�残�り�や�す�

いと考えられている。�し�たがって，機械的に単�語�

を10回書かせるよりも５回�は意味から単語を想起�

させたり，単語から意味を�想起させたりすること�

が�記�憶�の�定�着�に�は�寄�与�す�る�と�考�え�ら�れ�て�い�る�（�折�

田，2007，p.80）�。�

5.�2　�身近な語彙の使用�

　さらに，韓国の初等学校�英語教育や米国の大学�

における日本語教育におい�ても見られる語彙指導�

の一つは，クラスメー�ト�の名前や地元の地名を�多�

く取り入れたコミュニケー�ション活動である。こ�

のような身近な語彙や人名�，地名などを導入する�

ことでコミュニケーション�活動は学習者にとって�

より身近で現実的なものと�なり，教室内でのコミ�

ュニケーション活動が活性化�する。韓国初等学校�

では�ICTを�導入�し�て�楽�し�みな�がら�この�言語�活動�を�

実施�し�ている。�

5.�3　�語彙テス�ト�の工夫�

　語彙テス�ト�は一回のテス�ト�語数を少なく，複数�

回実施することを薦めたい。�中学の初級学習者に�

対�し�ては絵や写真などを含め�て単語と�し�ての定着�

をまず図る。そ�し�て次回に同一語句をテス�ト�する�

ときはテス�ト�の間隔を空けて実施すること�を求め�

たい。�そ�し�て，�学年の進行につれてhigh on a hill，�

go straight down，pretty young ladyなどと単語�

から意味のかたまりと�し�て提示�し�てみてはどうだ�

ろうか。言語処理を複雑に�し�ていくことで「メン�

タル�レ�キシコン�（心的語彙）�」の定着を図るのであ�

る。断続的に１週間後，２週�間後と間隔を空けて�

実施することを薦めたい。�

6．統合的コミュニケー�ション活動�

　新学習指導要領では，聞く�，話すだけではなく�

４技能を有機的に統合的に含�めた活動が求められ�

て�い�る。こ�こ�で�は，語�彙�指�導�を�中�心�と�し�た�

Crossword Puzzle，� Bingo Gameな�ど�が�考�え�ら�れ�る�。�

“You can eat this vegetable in summer.  The 

color is red.  What am I?”�などの質問は，生徒た�

ちがグループにおいて複数作�成�し�て，英語で書い�

て口頭で質問�し�て，他の生徒たちはそれを�聞いて�

口頭であるいは書いて答える�と４技能を含めた活�

動へと�つなが�る。こう�し�た活動�はESL圏�で出版�さ�

れ�た�テ�キ�ス�ト�に�お�も�し�ろ�い�も�の�が�よ�く�見�ら�れ�る�

（ex. Hangman）�。�

7．終わりに�

　語彙の指導は，�受容語彙�（読解，�聴解において意�

味がわかる単語）�，発表語彙�（書く，話すにおいて�

使える単語）�の両方とも指導が必要で�ある。�語彙指�

導の研究は比較的歴史が新�し�いこともあり，今後�

の研究成果に注目�し�たい。いかに印象づけ�て，興�

味深く，学習者の長期記憶に�定着させうるのか，�

その辺りの仕掛けが語彙指導�のポイン�ト�の一つの�

ように感�じ�ている。�

参考文献�
　Nation，I.S.P. （�2001）�. Learning vocabulary in another 

language. Cambridge: CUP.
　折田　充.（2007）�.「�第５章　語彙の指導」�　�『21世紀の英語�

科教育』�（樋口晶彦，島谷浩編著）�　開隆堂出版�
　米山朝二.（2002）�.『�英語教育－実践から理論へ－』�松柏社�

〈小学校英語，中学校�に�ど�う�生�か�す�？〉�

鹿児島大学教授　樋口 晶彦�

連載：小学校英語,中学校にどう生かす？�

第1回�小学校英語活動から中学校英語教育へ
－新学習指導要領における語彙の指導－�
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1．は�じ�めに�

　中学校新学習指導要領�における言語活動の指導�

事�項�に，�「�（�聞�く�こ�と�）�ま�と�ま�り�の�あ�る�英�語�を�聞�い�

て，概要や要点を適切に�聞き取ること」�や�「�（話す�

こ�と�）�与�え�ら�れ�た�テ�ー�マ�に�つ�い�て�簡�単�な�スピ�ー�チ�

をすること」が新たに示�された。そこで本稿では，�

前もって原稿を準備�し�て取り組むスピーチの�指導�

例を紹介する。�

　�

2．指導手順�

（1）�　�ス�ピ�ーチのテーマを与え�る�

　生徒の学習段階や興味�・関心に合わせたテーマ�

を与える。�My Dream，My Story，�My Treasure 

などの�“�My ～シリーズ”�や学校・日常生活などに�

関する話題や出来事，体�験などが取り組みやすい。�

（2）�　�ス�ピ�ーチのモデルを見せ�る�

　教師�（JTE，� ALT）�の実演や先輩生徒の発表ビ�デ�

オなどを見せる。そうす�ることで，生徒はアウ�ト�

プッ�ト�への見通�し�をもつことができる。�

（3）�　�ス�ピ�ーチの内容を考える�

　テーマについてのキー�ワー�ド�を書き出�し�，構想�

を�練�ら�せ�る。�“Hello, everyone. Today I’m going 
to tell you about my dream.”�など，ス�ピ�ーチの始�

まりを与えると書きやす�くなる。自分の考えや気�

持ちなどが聞き手に正�し�く伝わるように，一つひ�

とつの文を正確に書くば�かりでなく，文の順序や�

話の展開なども考え，スピ�ーチ全体に一貫性をも�

たせるように個人指導を�重ねる。�

（4）�　�発表の練習をする�

①まず，自分で何度も声�に出�し�て練習させる。そ�

の�際，�「正し�く�伝�え�る�た�め�の�声」を�考�え�さ�せ�る�

と，�「明瞭な話�し�方と適�し�た声量」�を意識するよ�

うになる。難�し�い文や発音�し�にくい語彙があれ�

ば，他の言い方に換えるなど�の工夫をさせると�

よい。�

②「聞き手」を設定する�。２人１組になり，お互�

いに「話�し�手」と「聞き手」になっ�て練習させ�

る。互いの立場から発表�態度やス�ピ�ーチ内容な�

どについてア�ド�バイスをすることがで�きる。た�

とえば聞き手から「この�内容が興味深かった」�

とか�「もっとアイコンタク�ト�がほ�し�い」�「ここで�

はもう少�し�説明が必要では？」などの�指摘によ�

り，話�し�手は「より正�し�く伝える」ための改良�

や工夫を加えることがで�きる。パー�ト�ナーを代�

えて練習をくり返�し�た後，４，５人のグルー�プ�

になり，互いに発表の練�習をさせる。話�し�手は�

徐々に複数の聞き手の反�応を見ながら楽�し�く話�

すことに慣れていく。�

（5）�　�聞き手の理解を助け�る工夫�

　ス�ピ�ーチの内容に合わせて，絵�や写真，実物，�

図表，音楽などの活用を考�えさせたい。聞き手も�

話�し�手もますますス�ピ�ーチを楽�し�めるだろう。�

（6）�　�発表本番における留�意点を確認させる�

　練習を重ねると，発表時�に気をつけなければな�

らないポイン�ト�が見えてくる。①発声�（声量）�，②�

発音，�③話すス�ピ�ー�ド�，�④表情�（単調にならず，�変�

化のある話�し�方）�，�⑤発表時の姿勢や態度，�⑥聞き�

手への目配り�（アイコンタク�ト�）�などについて，自�

分が最も留意�し�なければならない項目を�確認させ，�

「相手に伝える」という目�標達成へと向かわせる。�

（7）�　�互いのスピーチにつ�いて評価�し�，学び合う�

　発表についての感想や意�見を聞き，自己評価と�

相互評価をさせる。ノー�ト�などに書かせたり，感�

動�し�たり興味をもった内容につい�ての意見交換や�

質疑応答をさせたりする。�互いに認め合い支え合�

って取り組んだという「充�実感」が，次の活動へ�

のエネルギーとなってクラ�ス全体を元気づける。�

　�

3．おわりに�

　計画的に指導を行い，スピ�ーチの楽�し�さを全員�

の生徒に体験させたい。�「クラスの前で発表�し�て�ド�

キ�ド�キ�し�た！」と言いながら，き�っと生徒は輝い�

た笑顔を見せてくれるもの�である。�

スピーチの指導

兵庫県姫路市立豊富中�学校教諭　�稲岡　�章代�

「強勢」を重視した発音指導と
音読テストによる「発話活動」の促し

投　稿

　本校で私が受け持つ２年�生の英語Ⅱの授業では，�

授業時間内に音読テス�ト�を行っている。リスニ�ン�

グが上達する条件と�し�て「英語を自然な速度で�正�

し�く発音できる」ことがあ�げられる。自然な速度�

で正�し�く発音できる単語は音声と�し�て流れてきた�

ときに，耳が�し�っかりキャッチすること�ができる�

からである。逆に何回リス�ニング活動を行っても，�

正�し�く発音できない単語は，キャ�ッチすることが�

できないので，理解につな�がらない。どう�し�ても�

「読む・書く」�重視になりがちな高校英語�の授業に�

あって，少�し�でも習った文章を「発話す�る」こと�

を通�し�て「話す・聞く」活動につ�なげたいと思い，�

数年前から音読テス�ト�を実施�し�ている。�し�か�し�，�

ただ何の発音指導もな�し�にやみくもにテス�ト�を実�

施�し�てもそれで生徒の発音が上達�するわけではな�

い。そこで，次の点に留意�し�た指導を行っている。�

　日本人学習者はどう�し�ても一つひとつの発音�の�

正�し�さにこだわりがちだが，コミ�ュニケーション�

が成立するうえでより大切�なことは，文�レ�ベルで�

の�強�勢�で�あ�る。い�わ�ゆ�る�suprasegmentalsで�あ�る。�

日�本�語�と�い�う�syllable-timed languageで�育�っ�て�き�

た�高�校�生�に�と�っ�て，英�語�と�い�う�stress-timed lan-

guageの�言�語�はなじ�み�が�浅�い�も�のだ�が，そ�の�違�い�

を説明する責任が我々英語�教師にはあるだろう。�

その英語の特徴を説明する�ために４月の授業開き�

の際に，また生徒が英語の�文につまずきがちな際，�

次のように板書�し�て説明することに�し�ている。�

　英語でもその訳である日本�語でも，書くと長さ�

は①～③のように違う。日本�語は話す場合でも同�

じ�で，①よりは②を，②より�は③を話すほうが時�

間がかかる。一見当たり前の�ように聞こえるこの�

ルールも，�英語には当てはまらない。�英語の①～③�

で，これらの文を話すのにか�かる時間は大差ない�

からである。最初は生徒も困�惑顔だが，手拍子で�

３回手をたたくうちに文を言�えることを，発音�し�

ながら私が示すと納得する。�つまり多少の文の長�

さではなく，英語はス�ト�レ�ス�（強勢）�が大切で，強�

く発音する単語もあれば弱く�発音する単語もあり，�

強�弱�を�つ�け�る�た�め�に�は　�linking　�が�必�要�で�あ�る�こ�と�

も，これによりスムーズに説�明することができる。�

　このような発音指導を日頃�行いながら，年に４�

回の発話テス�ト�を実施�し�ている。手順は以下の通�

りである。�

北海道　�静内高等学校教諭　�大塚　�徹�

［英語］�
　①�I have some apples.
　②�I will have some apples.
　③�I will have had some apples.
［日本語］�
　①私はりんごを食�べます。�
　②私はりんごを食�べるで�し�ょう。�
　③�私�は�（�そ�の�頃�に�は�）�り�ん�ご�を�食�べ�終�わ�っ�て�い�

るで�し�ょう。�

Ａ．�一人ずつ廊下に呼�び出�し�，�教科書本文の指定�
箇所を読む。�

Ｂ．制限時間�は30秒と�する�（こ�うすれば�40名のク�
ラスでも１時間で終�わる）�。�

Ｃ．読み終わっ�たらまずほめて自信�をもたせる。�
Ｄ．�それから今後の課�題と�し�て，�個々の発音・強�
勢，�それに姿勢・態度�・ジェスチャーにつ�いて�
ア�ド�バイ�スする�（�これらの�評価の観�点は事前�に�
生徒に周知�し�ておく）�。�

Ｄ．生徒はテス�ト�を受けたら教室に�戻る。�
Ｅ．�待っている生徒は自�習課題を行ってチャ�イム�
と同時に提出。�

　強勢を重視�し�た発音指導，そ�し�て音読テス�ト�を�

通�じ�て，生徒には「発話する�ことの大切さ」を実�

感�し�てもらいたいと願ってい�る。�

※�ご�意�見�・�ご�質�問�は�nakata2004112000@yahoo. 

co.jpまでお願いいた�し�ます。�

参考文献�

　P. Avery and S. Ehrlich. （�1992）�. Teaching American 
English Pronunciation. Oxford University Press.



　�『漫画四人書生』�（�The Four Immigrants manga）�

と�い�う�12コ�マ�漫�画�の�漫�画�集�が�あ�る。作�者�は�ヘ�ン�

リー木山こと木山義喬�（1885－1951）�。彼は明治37

年�（1904年）�，19歳のとき絵画の勉強を�志�し�てサン�

フランシスコに渡った。�いわゆる就労留学生であ�

る。当該漫画集では明治�末期から大正末期くらい�

までのアメリカ西海岸に�おける日本人苦学生の様�

子を漫画仕立てで克明に�描いている。その中の一�

つにこういうのがある。�

　ハ�ウ�ス�ボ�ー�イ�の�口�を�紹�介�さ�れ�た�日�本�人�苦�学�生�

チャーリーは，英和辞書�をズボンの後ろポケッ�ト�

に�し�のばせて雇用主であるアメ�リカ人家庭の�ド�ア�

をたたく。初仕事はジャ�ガイモと玉ねぎの皮をむ�

くこと。�し�か�し�，主婦の言っているこ�とが聞き取�

れ�な�い。そ�こ�で，�“PLEASE PLEASE.”�（�原�文�マ�

マ�）�　�と�言�っ�て�主�婦�に�紙�を�渡�す。主�婦�は�“I SEE.

YOU ARE SMART BOY.  CAN YOU READ

ENGLISH”�（原文ママ）�と言って用件を紙に書�いて�

チャーリーに渡す。�

　チャーリーは持参の英�和辞書を引いて�し�ばらく�

事の次第を理解する。日�本では英語が得意であっ�

たチャーリーである。そ�こで，どう�し�て言ってい�

ることがわからないのだ�ろうかとぼやく。�

　私はふと思うのである�。�「リー�ド�ル」�一辺倒の当�

時ならばさもありなんが�，�「コミュニカティブ」�重�

視の今でも状況はあまり�変わらないのではあるま�

いかと。ひょっと�し�て，当時だから辞書を引�けば�

理�解�で�き�た�が，今�で�は�辞�書�を�引�い�て�も�（�た�た�い�て�

も）�理解できないのではあるま�いかと。�

　これまで幾度となく学�習指導要領が改訂され，�

そのたびに教科書が改訂�されてきた。昨今の流れ�

はコミュニカティブとい�うことで，�し�かもオーラ�

ルが重視されてきた。一�方で，骨のある英文を読�

むことや文法重視の指導�法が英語の話せない日本�

人を生み出す要因とされ�，見るも無残に教育現場�

から排斥されてきた。�

　この傾向は大学の一般�教養の英語でも同様であ�

る。�今や，�英米の小説や随筆などを読む�ようなケー�

ス�は�稀�に�な�っ�た。�「原�書」な�ど�は�も�っ�て�の�ほ�か�で，�

中高のやり直�し�を目的と�し�たリメディアル教材が�

好評を博�し�ている。諸悪の権化とされる�〈受験英�

語〉の世界にどっぷりと浸�かってきた世代には少�

なからず違和感を覚える。�

　�し�かも，いわゆる〈実用英語〉�とされる試験の�

ための教材を見てみると，�受験英語世代ならば難�

なく解いたであろう内容ば�かりである。ところが，�

今の大学生にはこれが難�し�いようだ。リスニング�

はリーディングよりは得意�のようだが，受験英語�

世代でも少なくとも彼らく�らいの点は取れたと思�

う。問題なのは，リスニン�グのスクリプ�ト�を読ま�

せてもわからない学生が多�いことだ。ということ�

は勘に拠るところ大という�ことであろうか。�

　私が知るところ，昨今の�大学生の大半は語彙力�

の貧弱さに加えて基本的な�〈英語の形〉がわかっ�

ていない。�し�たがって，いくつか記憶に�ある英文�

（その数は極めて少ない）�は言えるのだが，自ら�簡�

単な文を作り出すことすら�できない。大学全入の�

時代，入試というチェック�機能が崩壊�し�て�し�まっ�

た。このままの状況が続け�ば，オーラルを含めた�

英語力のさらなる低下は確�実である。�

　私はこれまでの教科書が�いけなかったとはまっ�

たく思わない。第一に改定�すべきは外国語と�し�て�

の英語に対する我々の意識�の問題だと思う。いっ�

たい，我々は学習者に何を�期待するのか。相変わ�

らず，�〈自然〉�な英語を�〈�自然〉�に操れるようにな�

ることを期待するのか。日�本語の生活環境下で，�

それが不可能であることを�これまでの英語教育が�

実証�し�ている。�そろそろ頭を冷や�し�て，�〈日本人に�

とっての英語の規範〉を真�剣に論議すべきであろ�

う。�「ネイティブのように英�語が話せないんです」�

と私の目の前で泣いた女子�学生がいたが，彼女に�

罪はない。� （明海大学教授　小林　�健）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，2�0�1�0�年3�月，5�月，9�月，2�0�1�1�年1�月にそれ�
ぞれ発行の予定ですので，原稿到着の時�点で掲載号を�
決めさせていただきます。規定は以下の�とおりです。�
ご不明の点は編集部までお問い合わせく�ださい。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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温故知新�


